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⼭川町漁業協同組合 

 
⿅児島県初および全国でも稀少な⾃然共⽣サイト由来 

⼭川町漁業協同組合・⼭川の海のゆりかごを守る会が J ブルークレジットの認証を取得 
〜漁業経営とステークホルダーと連携した海洋環境の保全の両⽴に今後も取組んでまいります〜 

 
 ⼭川町漁業協同組合（代表理事組合⻑ 鮫島祐蔵、以下、当漁協）および当漁協と⾏政、企
業、有識者等によって構成される指宿市⼭川地区ブルーカーボンプロジェクト協議会（愛称︓⼭川の
海のゆりかごを守る会、以下、当会）による藻場造成・保全活動「指宿市“⼭川の海のゆりかご”ブルー
カーボンプロジェクトについて、2024 年度第 2 回 J ブルークレジット認証において、0.4t のＪブルークレ
ジットとして認証（*1）されましたので、お知らせいたします。 
 
１ 経緯と背景 
 当漁協では、⻘年部を中⼼に継続してきた藻場保全活動について、漁業経営の基盤としての海洋環
境の維持に向けた重要な要素として、組合⼀丸となって取り組んでおります。⼀⽅で、⼭川町はアマモの
南限として豊かな藻場が存在してきましたが、漁業者の減少や⾼齢化に加えて、ウニやイスズミの⾷害と
いった海洋環境の変化が、藻場を減少させ、私たちの保全の努⼒を上回る状況にあります。 

こうした状況に対して、多様なノウハウやソリューション、意欲を有するステークホルダーの関与を促してい
くことが不可⽋と認識し、ブルーカーボン（*2）をキーワードにステークホルダーとの連携の枠組みである
当会を 2023 年に設⽴し、取組みの裾野拡⼤を志向してきました。この中には、⽇常な保全活動に加
えて、漁協・漁業者主体としては初となる環境省「⾃然共⽣サイト」の認定（*3）や「令和の⾥海づくり
事業」への採択（*4）、全国各地、様々な媒体での活動にかかる情報発信活動も含まれます。そし
て、今回⿅児島県でも初となるＪブルークレジット申請を⾏いました。 
 
２ 今回の認証概要 
 今回の認証は当漁協および当会による 2023 年 9⽉から 2024 年 8⽉までのアマモを中⼼とした藻
場造成（0.01ha）を対象に、地域の⼩学校や企業たちとも連携したアマモマット作成や観察会により
作り上げた⿅児島県初の成果です。また、認証の対象は、先述の⾃然共⽣サイトの認定を受けた海域
を含むものであり、全国でも稀少な⾃然共⽣サイトに由来するＪブルークレジットとしても意義深いものと
考えております（詳細は別紙をご覧ください）。 



  

３ 今後の展開 
今回認証を受けたＪブルークレジットは、当漁協・当会の活動にかかる対外訴求を企図した戦略的な
販売や藻場造成活動に伴い発⽣する排出のオフセット等に活⽤していくことを想定しております。 

海洋環境の保全は漁業者・漁協だけではなく、海洋に囲まれた本邦で暮らし、活動する⼈々、主体
のすべての課題であります。当漁協と当会はブルーカーボンをキーワードにして、持続可能な漁業経営と
地域振興に加え、カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブへの貢献を果たしていくために、幅広いステー
クホルダーとの連携のもと、活動を継続、発展させてまいります。また、こうした当漁協・当会の姿勢に対し
て共感、協⼒いただける皆様の活動への参加をお待ちしております。 
 

以 上 

*1 認証結果および J ブルークレジットの概要については JBEHP を参照してください。 
 
*2 海藻藻場などの海洋⽣態系において隔離・貯留された CO2由来の炭素を指し、陸域の森林等に
より吸収される CO2由来の炭素「グリーンカーボン」と対⽐し、2009年 10 ⽉に国連環境計画の報告
書においてはじめて定義されました。藻場は海洋⽣物の繁殖・保育場所としての機能もあり、またその造
成をコンテンツとした環境教育やツアーといった地域振興の観点から、カーボンニュートラルのみならず、ネイ
チャーポジティブ、地域振興のコベネフィットが期待されています。 
 
*3 ⾃然共⽣サイトの認定については、環境省 HP および当漁協 HP を参照してください。 
 
*4 令和の⾥海づくりへの採択については、環境省 HP を参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本件にかかるご照会先 

⼭川町漁業協同組合 担当 東 ⼤樹（Tel 0993-34-0111） 

※ 指宿市⼭川地区ブルーカーボンプロジェクト協議会（愛称︓⼭川の海のゆりかご

を守る会）は参加企業、団体、個⼈を随時受付しております。ご関⼼ある⽅は上

記までお問い合わせください。活動や⼊会にかかるご案内をさせていただきます。 

https://www.blueeconomy.jp/archives/2024-2-jbc-register/
https://www.env.go.jp/press/press_02789.html
http://jf-yamagawa.jp/news/1249/
https://www.env.go.jp/press/press_03081.html
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